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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第52期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第51期

会計期間
自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日

自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日

自　平成20年８月１日
至　平成21年７月31日

売上高（千円） 2,827,426 1,766,045 6,862,353

経常利益（△損失）（千円） 9,457 △151,679 △1,317,581

四半期(当期)純利益（△損失）

（千円）
△135,166 △25,344 △2,494,108

純資産額（千円） 12,228,454 9,216,384 9,454,287

総資産額（千円） 17,734,528 15,256,977 15,175,984

１株当たり純資産額（円） 24,456.91 18,432.95 18,908.76

１株当たり四半期（当期）純利益

（△損失）（円）
△270.33 △50.69 △4,988.24

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 69.0 60.4 62.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
505,140 △42,634 1,438,841

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△428,148 △244,751 △853,290

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△252,145 247,472 338,563

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
3,774,070 4,641,894 4,732,312

従業員数（人） 793 650 675

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

 

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況 平成21年10月31日現在

従業員数（人） 650 (23)

（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第１四半期連結会計

期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況 平成21年10月31日現在

従業員数（人） 413 (1)

（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載

しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループは、貴金属表面処理事業の単一事業であり、単一事業部門で組織しているため、事業の種類別セグメン

トに代えて、事業の工程別に記載しております。

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績は、次のとおりであります。

工程の名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日）

　
前年同四半期比（％）　

　

表面処理加工（千円） 1,637,778 △36.4

精密プレス加工（千円） 141,073 △36.7

合計（千円） 1,778,851 △36.4

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　当第１四半期連結会計期間の受注状況は、次のとおりであります。

工程の名称 受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

表面処理加工 1,652,649 △36.3  116,702 △26.0

精密プレス加工 127,236 △43.9 42,468 △66.6

合計 1,779,886 △36.9 159,170 △44.1

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績は、次のとおりであります。

工程の名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日）

　
前年同四半期比（％）

　

表面処理加工（千円） 1,626,000 △37.8

精密プレス加工（千円） 140,044 △34.5

合計（千円） 1,766,045 △37.5

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

第一精工株式会社 190,887 6.8 200,990 11.4

　　

２【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間においては、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界同時不況の影響が残

り、各国の景気刺激策によりゆるやかには回復傾向を見せるものの、リーマン・ショック以前の状況までには回復

がならず、先行き予断を許さない状況が続きました。

輸出主導、外需依存度の高いわが国経済も海外経済のゆるやかな景気回復の影響を受け、さらに自動車のエコ

カー減税や家電のエコポイント制度等の内需拡大策を柱とする国内経済対策により、個人消費にも一部持ち直しの

兆しが見られました。しかし、民間設備投資は依然として低水準で推移し、雇用情勢の悪化を背景とした景気の先行

き不透明感からも本格的な景気回復にはしばらく時間がかかるものと思われます。

一方、当社グループが属する電子工業界におきましては、中国等のアジア市場に携帯電話、パソコン、薄型テレビ

等の需要回復がみられるものの、欧米市場の落ち込みをカバーするまでの成長は遂げておらず、依然として厳しい

事業環境にあります。このような状況のもとで当社グループは、海外営業強化を行い新たな顧客層の開拓による受

注量の確保を図る等積極的な営業活動を展開するとともに、材料費低減等の原価改善活動に加え、受注・売上の変

化に対応した生産体制の構築や顧客ニーズを的確にとらえた新技術開発にも積極的に取り組みました。

この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は1,766百万円（前年同期比37.5％減）となりました。また、営業

損失は151百万円（前年同期は営業損失23百万円）、経常損失は151百万円（前年同期は経常利益９百万円）、棚卸

資産会計基準の適用に伴う影響により、四半期純損失は25百万円（前年同期は四半期純損失135百万円）となりま

した。

なお、当社グループは、貴金属表面処理事業の単一事業であり、当該事業以外に事業の種類がないため、事業の種

類別セグメントの記載をしておりません。

　　

所在地別セグメント毎の業績は次のとおりであります。

①　日本

　　当第１四半期連結会計期間においては、米国発の金融危機を契機とする世界同時不況の中、ようやく底打ちの気配

が感じられ、ゆるやかな回復傾向を見せるものの世界同時不況以前の状況までには至らず、売上高は1,181百万円

（前年同期比30.8％減）、営業損失は184百万円（前年同期は営業損失125百万円）となりました。

②　アジア諸国

　　当第１四半期連結会計期間は、フィリピンでは顕著な回復傾向をみせるものの、中国においてはいまだ回復が緩慢

であり、売上高は584百万円（前年同期比47.8％減）、営業利益は10百万円（前年同期比85.5％減）となりました。

　

（2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金が351百万円増加したことなどにより、前連結会計

年度末と比べ80百万円増加し、15,256百万円となりました。負債は、借入金の増加などにより、318百万円増加の

6,040百万円となりました、また、純資産は、四半期純損失が25百万円発生したこと及び為替相場が円高基調で推移

し、為替換算調整勘定が204百万円減少したことなどより、237百万円減少の9,216百万円となりました。この結果、自

己資本比率は60.4％となり、前連結会計年度末比1.9％減少しました。

 

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、4,641百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　　当第１四半期連結会計期間における営業活動の結果使用した資金は、42百万円（前年同期は505百万円の獲得）と

なりました。これは主に、未払又は未収消費税等の増減額が95百万円、減価償却費が203百万円あったものの、売上債

権が376百万円、たな卸資産が108百万円それぞれ増加したことによるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　　当第１四半期連結会計期間における投資活動の結果使用した資金は、244百万円（前年同期比42.8％減）となりま

した。これは主に、定期預金の預入超過115百万円と固定資産の取得による支出が127百万円あったことによるもの

であります。
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(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　　当第１四半期連結会計期間における財務活動の結果得られた資金は、247百万円（前年同期は252百万円の使用）と

なりました。これは主に、社債の償還及び長期借入金の返済による支出が246百万円あったものの、短期借入金の純

増額が500百万円あったことによるものであります。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

　　当第１四半期連結会計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、49百万円であります。

　　なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,760,000

計 1,760,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年12月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 500,000 500,000ジャスダック証券取引所 単元株式数10株

計 500,000 500,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年８月１日～

平成21年10月31日
－ 500,000 － 962,200 － 870,620

　 

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。 
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成21年７月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

 平成21年10月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 　499,920 49,992 －

単元未満株式 普通株式 　　80 － －

発行済株式総数 500,000 － －

総株主の議決権 － 49,992 －

 

②【自己株式等】

 平成21年10月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年８月 ９月 10月

最高（円） 3,670 3,500 3,180

最低（円） 3,300 3,040 2,900

（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年８月１日から平成20年10月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成21年８月１日から平成21年10月31日まで）は、改正後の四半期連結

財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年８月１日から平

成20年10月31日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成21年８月１日から平成21

年10月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年８月１日から平成21年10月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年10月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,312,697 5,327,534

受取手形及び売掛金 1,980,983 1,629,107

製品 52,285 57,761

原材料及び貯蔵品 1,111,022 1,022,753

繰延税金資産 6,043 －

その他 82,293 202,719

貸倒引当金 △12,000 △10,000

流動資産合計 8,533,326 8,229,877

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 1,699,765

※
 1,744,120

機械装置及び運搬具（純額） ※
 1,689,509

※
 1,834,938

土地 1,826,215 1,826,215

その他（純額） ※
 259,898

※
 276,257

有形固定資産合計 5,475,390 5,681,532

無形固定資産 286,466 304,471

投資その他の資産

投資有価証券 499,924 508,257

繰延税金資産 － 7,108

その他 530,949 513,816

貸倒引当金 △69,079 △69,079

投資その他の資産合計 961,794 960,102

固定資産合計 6,723,651 6,946,106

資産合計 15,256,977 15,175,984

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 240,777 188,264

短期借入金 2,180,422 1,691,976

1年内返済予定の長期借入金 434,060 445,360

1年内償還予定の社債 277,000 277,000

未払法人税等 2,332 1,483

その他 417,925 394,916

流動負債合計 3,552,518 2,999,000

固定負債

社債 733,500 872,000

長期借入金 612,670 708,960

退職給付引当金 626,391 631,155

役員退職慰労引当金 466,909 460,155

繰延税金負債 5,007 －

その他 43,596 50,424

固定負債合計 2,488,075 2,722,696

負債合計 6,040,593 5,721,696
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年10月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年７月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 962,200 962,200

資本剰余金 870,620 870,620

利益剰余金 7,581,815 7,607,160

自己株式 △17 △17

株主資本合計 9,414,618 9,439,962

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 24,831 33,123

為替換算調整勘定 △223,065 △18,799

評価・換算差額等合計 △198,234 14,324

純資産合計 9,216,384 9,454,287

負債純資産合計 15,256,977 15,175,984
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年８月１日
　至　平成20年10月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年８月１日
　至　平成21年10月31日)

売上高 2,827,426 1,766,045

売上原価 2,418,990 1,537,902

売上総利益 408,435 228,143

販売費及び一般管理費 ※
 432,383

※
 379,787

営業損失（△） △23,947 △151,644

営業外収益

受取利息 14,957 8,416

受取配当金 270 220

保険返戻金 28,086 －

その他 12,019 9,045

営業外収益合計 55,334 17,681

営業外費用

支払利息 15,062 14,396

為替差損 6,082 2,046

その他 783 1,274

営業外費用合計 21,928 17,716

経常利益又は経常損失（△） 9,457 △151,679

特別利益

棚卸資産会計基準の適用に伴う影響額 － 146,669

特別利益合計 － 146,669

特別損失

固定資産除却損 1,738 2,795

投資有価証券評価損 37,807 －

特別損失合計 39,546 2,795

税金等調整前四半期純損失（△） △30,089 △7,806

法人税、住民税及び事業税 22,090 9,397

法人税等調整額 82,986 8,140

法人税等合計 105,077 17,537

四半期純損失（△） △135,166 △25,344
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年８月１日
　至　平成20年10月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年８月１日
　至　平成21年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △30,089 △7,806

減価償却費 293,119 203,423

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 2,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 536 △4,636

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △265,871 6,753

受取利息及び受取配当金 △15,227 △8,636

支払利息 15,062 14,396

為替差損益（△は益） △675 △602

投資有価証券評価損益（△は益） 37,807 －

固定資産除売却損益（△は益） 1,738 2,795

売上債権の増減額（△は増加） 245,670 △376,902

たな卸資産の増減額（△は増加） 215,571 △108,270

仕入債務の増減額（△は減少） △38,881 52,138

未払又は未収消費税等の増減額 － 95,638

その他 83,987 109,007

小計 542,748 △20,699

利息及び配当金の受取額 11,961 7,170

利息の支払額 △17,789 △18,682

法人税等の支払額 △31,780 △10,423

営業活動によるキャッシュ・フロー 505,140 △42,634

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △346,280 △471,490

定期預金の払戻による収入 125,920 356,200

有形固定資産の取得による支出 △129,462 △123,117

無形固定資産の取得による支出 △80,944 △4,299

投資有価証券の取得による支出 △3,895 △3,898

その他 6,514 1,855

投資活動によるキャッシュ・フロー △428,148 △244,751

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 500,000

長期借入金の返済による支出 △75,090 △107,590

社債の償還による支出 △108,500 △138,500

リース債務の返済による支出 △6,055 △6,295

配当金の支払額 △62,500 △141

財務活動によるキャッシュ・フロー △252,145 247,472

現金及び現金同等物に係る換算差額 80,912 △50,504

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △94,241 △90,418

現金及び現金同等物の期首残高 3,868,312 4,732,313

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,774,070

※
 4,641,894
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日）

棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成20年９月26日）が平成22年３月31日以前に開始す

る連結会計年度から適用できることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間から当会計基準を適用し、当社の棚

卸資産（めっき材のうちめっき槽）の評価方法を後入先出法から先入先出法に変更しております。この結果、従来の方法

によった場合に比べて、売上総利益が1,799千円減少し、営業損失、経常損失が同額増加し、税金等調整前四半期純損失が

144,869千円減少しております。また、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

 

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日）

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間まで区分掲記しておりました「保険返戻金」（当第１四半期連結累計期間は1,390千円）

は、営業外収益総額の100分の20以下となったため、営業外収益の「その他」に含めて表示することにしました。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

前第１四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりま

した「未払又は未収消費税等の増減額」は重要性が増加したため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記することと

しました。なお、前第１四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「未払又

は未収消費税等の増減額」は△45,980千円であります。

　

【簡便な会計処理】

 
 
 

当第１四半期連結会計期間 
（自　平成21年８月１日 
 至　平成21年10月31日）

固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している固定資産の減価償却費については、

当連結会計年度に係る年間の減価償却費の額を期間按分す

る方法により算定しております。

 

【追加情報】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

当社は、法人税法改正（減価償却資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正する省令（平成20年４月30日　財務省令

第32号））に伴い、当第１四半期連結会計期間より、有形固定資産の減価償却を算出する際の耐用年数を、改正後の法人

税法の耐用年数に変更しております。この結果、従来の方法によった場合に比べて、営業損失が15,930千円増加、経常利益

が同額減少、税金等調整前四半期純損失が同額増加しております。また、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載

しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年10月31日）

前連結会計年度末
（平成21年７月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、10,396,986千円であ

ります。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、10,325,343千円であ

ります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与 84,094千円

役員報酬 56,637 

退職給付費用 6,993 

役員退職慰労引当金繰入額 22,210 

研究開発費 50,144 

給与 81,543千円

役員報酬 44,048 

退職給付費用 3,154 

役員退職慰労引当金繰入額 6,753 

研究開発費 49,382 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成20年10月31日）

 （千円）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成21年10月31日）

 （千円）

現金及び預金勘定 4,245,270

預入期間が３か月を超

える定期預金
471,200

現金及び現金同等物 3,774,070

現金及び預金勘定 5,312,697

預入期間が３か月を超

える定期預金
670,802

現金及び現金同等物 4,641,894

　

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年10月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年８月１日　至　

平成21年10月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 500,000株

  

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 5株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

該当事項はありません。

　

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自　平成20年８月１日　至　平成20年10月31日） 

　当社グループは、貴金属表面処理事業の単一事業であり、当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項は　

ありません。

　

　当第１四半期連結累計期間（自　平成21年８月１日　至　平成21年10月31日） 

　当社グループは、貴金属表面処理事業の単一事業であり、当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項は　

ありません。
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【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年８月１日　至　平成20年10月31日）

 
日本
（千円）

アジア諸国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 1,707,5071,119,9192,827,426 － 2,827,426

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － (－) －

計 1,707,5071,119,9192,827,426 (－) 2,827,426

営業利益又は営業損失（△） △125,581 70,368△55,213(△31,266) △23,947

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年８月１日　至　平成21年10月31日）

 
日本
（千円）

アジア諸国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 1,181,730584,3151,766,045 － 1,766,045

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － (－) －

計 1,181,730584,3151,766,045 (－) 1,766,045

営業利益又は営業損失（△） △184,483 10,219△174,263(△22,618) △151,644

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

アジア諸国………フィリピン、中国

３．会計処理方法の変更

前第１四半期連結累計期間

（棚卸資産の評価に関する会計基準の適用）

　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用し、評価基準につ

いては、従来めっき材に係る原材料は低価法、それ以外は原価法を採用しておりましたが、当第１四半期連結

会計期間より原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。この結果、従来の方法

によった場合に比べて、日本の営業損失は57,637千円増加しております。

当第１四半期連結累計期間　

（棚卸資産の評価に関する会計基準の適用）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、「棚卸資産の評価

に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成20年９月26日）が平成22年３月31日以前に開始する連結会

計年度から適用できることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間から当会計基準を適用し、当社

の棚卸資産（めっき材のうちめっき槽）の評価方法を後入先出法から先入先出法に変更しております。この

結果、従来の方法によった場合に比べて、日本の営業損失は1,799千円増加しております。

４．追加情報

前第１四半期連結累計期間

（有形固定資産の耐用年数の変更）

当社は、法人税法改正（減価償却資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正する省令（平成20年４月30

日　財務省令第32号））に伴い、当第１四半期連結会計期間より、有形固定資産の減価償却を算出する際の耐

用年数を、改正後の法人税法の耐用年数に変更しております。この結果、従来の方法によった場合に比べて、

日本の営業損失は15,930千円増加しております。
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【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年８月１日　至　平成20年10月31日）

 アジア諸国 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 1,158,144 1,158,144

Ⅱ　連結売上高（千円） － 2,827,426

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 41.0 41.0

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年８月１日　至　平成21年10月31日）

 アジア諸国 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 631,948 631,948

Ⅱ　連結売上高（千円） － 1,766,045

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 35.8 35.8

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外に属する国又は地域

アジア諸国………フィリピン、中国等 

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年10月31日）

前連結会計年度末
（平成21年７月31日）

１株当たり純資産額 18,432.95円 １株当たり純資産額 18,908.76円

 

２．１株当たり四半期純損失金額

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日）

１株当たり四半期純損失金額 270.33円 １株当たり四半期純損失金額 50.69円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年８月１日
至　平成21年10月31日)

四半期純損失（千円） 135,166 25,344

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 135,166 25,344

期中平均株式数（千株） 500 499

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成20年12月15日

株式会社山王

取締役会　御中
 

あずさ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 都甲　孝一　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小澤　陽一　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社山王の平成

20年８月１日から平成21年７月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年８月１日から平成20年10月

31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社山王及び連結子会社の平成20年10月31日現在の財政状態並びに

同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管している。

 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年12月11日

株式会社山王

取締役会　御中
 

あずさ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 都甲　孝一　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木下　洋　　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社山王の平成

21年８月１日から平成22年７月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年８月１日から平成21年10月

31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年８月１日から平成21年10月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社山王及び連結子会社の平成21年10月31日現在の財政状態、同日を

もって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載のとおり、会社は当第１四半期連結会計期間より

会社の棚卸資産（めっき材のうちめっき槽）の評価方法を後入先出法から先入先出法へ変更している。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管している。

 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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